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梅蘭芳『舞台生活四十年』訳注（四）
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要 旨
『舞台生活四十年』は、２０世紀前半に活躍した中国伝統演劇・京劇の女形役者の梅蘭芳（メイ・ラ
ンファン１８９４－１９６１）が、自らの舞台生活を語った自伝である。彼の口述を記録したのは、彼の長年
の協力者で友人の許姫伝（１９００－９０）である。１９６１年に第一、二集、１９８１年に第三集が刊行された。
梅蘭芳は、字は 華、京劇役者の一家に生まれた。早くに父母を亡くし、伯父夫婦のもとで育てら
れ、８歳から京劇を学び、１０歳で初舞台を踏んだ。その後徐々に頭角を現し、彼の演技は海外でも高
い評価を受けた。日本へは、戦前と戦後に計３回公演に訪れている。
本訳注は、『舞台生活四十年 梅蘭芳回憶録』（梅蘭芳述 許姫伝 許源来 朱家 記 上下２冊
北京・団結出版社２００６）を底本とし、適宜旧版（中国戯劇出版社１９８７）も参照した。訳文は土屋の
ノートを元にし、授業での議論を参考にして、土屋が訳注をつけて全体をまとめた。したがって、本
稿の責は土屋にある。訳注の作成において参考とした文献については、末尾にまとめて記した。本文
中の注は、原注は〔 〕、訳注は（ ）で示した。脚注では、特に注記がないものは訳注である。本
稿では、第一集第六章から第七章までを訳出した。
第六章 鳩を飼う
ある日私が客席で梅先生の「穆柯寨」＊１を見ていると、後ろの天津訛りの観客が、舞台を指差しながら
隣にいる白髪の老婦人に向かって言った。「五十七歳になるのに、体がこんなにきびきびと動いている。
ごらんなさい、彼の二つの目はなんと生き生きしていることだろう、天性のものじゃないかね。」私は梅
先生の目がほめられるのを聞いて、思わず秦老おばさんの話を思い出した。その日の晩、私はこのように
梅先生に切り出してみた。
「秦老おばさんは、あなたが子供の頃、目に生気がないとおっしゃっていました＊２が、今日私が芝居を
見ていたとき、あなたの目が生き生きしていると言っている人がいました。あなたはどうやってそれを変
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＊１「穆柯寨」：金と戦う宋の楊一族を描く『楊家将演義』にもとづく演目。楊六郎が部下の孟良を遣わし五台山にいる兄
楊五郎を招くが、五郎は穆柯寨にある降龍木で作った斧の柄が無ければ出陣しないと断る。孟良は焦賛と穆柯寨へ取り
に行くが、寨主の娘穆桂英に阻まれる。六郎の子宗保も穆桂英に捕らわれてしまう。再び孟良と焦賛が挑むが大敗する。
＊２本書第二章「梅家旧事」「一 秦家のおばさんに会う（会見了秦家姑母）」参照。
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えてきたのですか。」
「子供の頃、私の身体はあまり丈夫ではありませんでした。」梅先生は言った。「目はやや近視です。お
ばさんが私のまぶたが垂れていると言ったのも本当です。向かい風に涙が出ることもありましたし、目の
動きも活発ではありませんでした。役者の目は五官の中で最も重要な位置を占めています。観客はいつも、
誰の顔には表情がある、誰の顔は芝居をしていない、というような批評をしますが、この違いは目のよし
あしにあるのです。というのも、顔にいきいきとした目があるだけで、真に迫ることができます。ですか
ら多くの名優はみな神々しい光が四方に輝き、精神と気力を内包したよい目を持っているのです。当時私
のことを気に掛けてくれた親戚や友人は、私の眼について将来の成長に影響が出るのではと非常に心配を
し、私自身いつも悩んでいました。ところが、鳩を飼うことが好きになったおかげで、私の目の欠点が治っ
たことは、本当に思いもよらぬことでした。」
「私は十七歳の時、たまたまつがいの鳩を何羽か飼いました。はじめは遊びで、余暇の楽しみにしてい
ました。そのうちだんだん興味が湧いてきて、毎日いくらか時間を割いて鳩の世話をするようになりまし
た。しばらく経つとさらに面白くなって、とうとう没頭して疲れを知らず、日常生活の必要な仕事になり
ました。」
「あなたは鳩を飼ったことがないから、この楽しみは分からないでしょうが、それは本当に非常に面白
いのです。ちょっと話をさせてください。」
「鳩を飼うことは空軍の部隊を訓練することに似ています。組織する能力がないと、ちゃんと飼うこと
はできないのです。私が彼らを訓練する方法は、まだ馴れていない鳩を買い求めてきて、両方の翼を糸で
縫っておき、彼らを屋根の上に飛び上がれるだけにして、高く飛べないようにします。先に彼らに家の位
置を認識させるためです。大体一週間から十日が過ぎたら、まず片方の翼の糸を取り、それから数日後に
両方の翼をほどくと、飛び立つ練習を始めることが出来るようになります。」
「鳩を操る道具は、長い竹竿一本です。赤い薄絹が付いている方は飛び立つ合図、緑の薄絹は降下する
合図に使います。まず、高く遠くへ飛んで戻ってこられる基本を習熟した鳩を訓練して作ります。この訓
練した鳩の群れに、毎回未熟な鳩を一、二羽混ぜて、一緒に練習させます。よその鳩の群れに出会って、
一緒に混じった時に、飼い主の訓練の技量が物を言います。我々の未熟な鳩がよそに取られてしまうかも
しれないし、我々の熟練した鳩がよその鳩を取って帰ってくるかもしれません。これは鳥を使った空中戦
ゲームです。鳩にはどれも標識が付いているので、飼い主は交換することできましたが、戦場で捕虜を交
換するようなものでした。誤解が生じて、双方が納得できないこともあり、ひどいときにははじき弓で相
手の鳩を傷つけて、鬱憤を晴らすことまでありました。」
「鳩の種類は非常に多く、長時間高く飛んで、飛べば飛ぶほど遠くまで飛び、北京から通州、天津、保
定府まで手紙のやりとりができるものもあり、これは軍隊に属する伝書鳩の一種です。夜飛び立つことが
出来る“夜游鴿（夜に飛ぶハトの意）”と呼ばれる種類もあります。さらに空中で宙返りを披露できる鳩
もあって、一、二回回転するものや、続けざまに何回も回転出来るものもありました。この様子を下にい
る人間が見上げていると、飛行機が空中で宙返りを披露するのによく似ています。ほかにはもっぱら鳩の
体格や羽毛、色彩に凝るのもあって、色とりどりで非常にきれいです。専門に鳩を販売する者には、普通
の鳩を様々な方法で掛け合わせて異なる品種を作り出し、値を上げてから売る者もいました。」
「私が話したのはおおよそ数種についてだけです。たくさんの専門用語があり、すぐにすべて憶えるこ
とはできません。私は数羽のつがいから始めて、最も多いときで、だいたい１５０のつがいを飼っていまし
た。そのなかには、中国の品種もあれば、外国の品種もありました。」
「その当時私はまだ鞭子巷三号に住んでいましたが、そこは四合院＊３の家でした。中庭の両側に二つの
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鳩の小屋を建てました。中は板で区切って鳩の小部屋をたくさん作りました。出入口の上には穴を開けて
おき、小部屋に空気が通うようにしました。それぞれの小部屋には餌入れと水差しを置きます。水差しの
四方には小さな穴がぐるりとひとまわり開いていて、鳩が首を伸ばして水を飲みやすいようにしていまし
た。鳩は水浴びが好きで、いつも二三日に一度は身体を洗います。もしも病気にかかっているのを見つけ
たら、それは一大事です。感染しないように、すぐに引っ越しをさせます。まるで人が伝染病にかかり、
隔離された病院に入院するのと同じです。」
「鳩は見栄えがするだけでなく、耳に心地よいところもあります。尾羽の中程に笛をつけておくと、こ
の群れが飛んだとき、笛がさまざまな音を出すのです。力強くひろい音や、柔らかく伸びやかな音があり
ました。これはすべて鳩の飼い主が音色の高低をうまく組み合わせることによって、天空のハーモニー楽
団を作り出すのです。」
「笛の製作は、非常に精巧で美しいものです。竹や瓢箪、象牙を使って様々な形に彫り上げます。表面
に制作者の名前も彫り込んであり、ちょうど彫刻家が自分の作品に署名する習慣と同じです。私はこれま
でこの笛の収集に凝っていて、長年さまざまなものをたくさん集めています。」
「この小さな鳥に仕えることは容易なことではありません。夜が明けたら、だいたい五、六時でしょう、
私はすぐに起き出さなくてはなりません。顔を洗ったら、いそいで鳩小屋を開けて、彼らの小部屋をきれ
いに掃除します。餌やり、水やりはどれもいつもの仕事です。このお仕えがすんだら、巣を開けて鳩を放
ちます。まず飛行能力が最も高い一隊を放ちます。しばらく飛ばせたら、第二隊、第三隊と続けて空へ放
ちます。数隊の馴れた鳩が上空で十分活動すると、一緒になって飛び、小屋の周りを回るようになります
が、それはもうすぐ下りてくるというしるしです。しかし私は彼らに新しい鳩を訓練させたいので、竹竿
で彼らを操り、すぐに下りてこないようにします。続いて手で新しい鳩たちをつかみ、一羽ずつ上に向かっ
て放り投げ、馴れた鳩たちに混じって学習させます。群れに合流して戻ってきてから、もう一度すべての
鳩を放ち、屋根の上でしばらく休ませて、そして彼らを操って巣に戻らせ、餌を与え、水を飲ませます。
このようにして毎日何回もやらなくてはならないので、鳩の群れにお仕えすることは、人の世話をするよ
りずっと面倒なことです。」
「小さな鳥とはいえ、彼らの家族構成や教育方法は、人間とよく似たところがあります。例えば一つの
巣にはひとつがいの雄と雌の鳩がいて、彼らが育てるひなが、屋根の上に飛べるくらいになったら、巣の
外に追い出し、子供と同居することはしなくなります。これは人が子供を成人になるまで教育したら、そ
れぞれ家庭を持たせるのと同じではありませんか。」
「年を取った鳩は、いつも小屋の隅に逃げていて、飛び上がろうとせず、竹竿で彼らをおどかしてやっ
と飛び上がります。本来ならば、彼らを引退させるべきなのですが、それはできません。まだ彼らには別
の役割があるのです。」
「鴿鷹（“鴿”はハトの意）という鳩を好んで捕食する鳥がいます。鳩が空を飛んでいるとき、この鴿鷹
に見つかると、鴿鷹はすぐに最大速度で鳩の群れに突っ込み、一羽を捕まえてすぐに食べてしまいます。
ですから群れには必ず歳を取った鳩を何羽か混ぜておかなくてはなりません。彼らの体力や身体機能はか
なり衰えているとはいえ、豊富な経験があり、鴿鷹の襲撃にあったとき、適切に対処し、群れを率いて安
全な場所に降りさせます。」
「私があるとき空の鳩の群れを見ていると、群れが突然乱れ、あるものは分散していったり、ふらふら
＊３四合院は、北京地方に多く見られる伝統的家屋。中庭を囲んで、北側の母屋、東西両側の建物、南側に母屋に向かい
合う建物と４つ以上の建物から構成される。
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と円を描いたりしたので、すぐに鴿鷹の威嚇にあったとわかりました。いそいでまだ巣を出ていない歳を
取った鳩を小屋から放ち、彼らの後輩たちを帰還させました。ですから、老鳩も欠かすことは出来ません。」
「鳩は信用を守り、秩序を守り、平和を愛し、命令に服従するという性格をもっています。毎朝私が彼
らの世話を終え、彼らに手を一ふりするのを見ると、第一隊はすぐに巣から出て、ずらりと小屋の上に止
まって、命令をききます。私はそのころ年が若かったので、訓練した鳩が勇敢に私の命令をきくのを、面
白く誇らしく感じていました。私は鳩を訓練する中から、多くの貴重な経験を得ました。これは私の後の
事業に対しても、かなりの影響を及ぼしています。私は１０年ほどずっと鳩を飼っていました。無量大人胡
同に引っ越してからは、仕事は日に日に忙しくなり、状況的にもはやこの小さな友人たちと親しくするこ
とができなくなりました。」
「以上話したことは、北京のふつうの鳩愛好家の一般的な方法にすぎません。それは私の身体にいった
い何かよい効果をもたらしたのでしょうか。あります、大変有益でした。鳩を飼う人は、第一に、まず早
起きをしなければなりませんから、新鮮な空気を吸うことが出来、自然と肺にとってよいことです。第二
に、鳩は高く飛ぶので、私は地上から目を思い切り使ってこの鳩が自分のものなのか、他人のものなのか
見分けなくてはなりません。これはなんと難しいことだと思うでしょう。ですから目はいつも鳩の動きに
従って見ていて、遠くを見れば見るほど遠くなって、まるで天の果て、雲上までみるようでした。しかも
一日ではなく、毎日このようにしていたので、この目を知らず知らずのうちに治したのです。第三に、手
に太い竹竿を持って鳩を操るために、両肩の力が必要です。このようにいつも手を高く上げて振り回して
いるので、まず力がついたと感じ、だんだんと全身の筋肉が発達するのに役立ちました。」
「ほら私の「酔酒」＊４で着るあの宮廷衣裳は、私が初めて劇団を率いて広東で公演をしたとき、現地の
友人に老舗を探してもらって、上等の金糸を使って刺繍してもらったものです。２０年以上経ちますが、今
も変色せず、品質も正真正銘本物なのですが、しかしその重さも十分に重いのです。この年齢になってそ
の舞台衣裳を着て舞台で上半身を反らせるしぐさをしても、肩がひどく疲れるようなことはないのは、あ
の頃毎日振り回したあの長い竹竿に感謝しなくてはならないかもしれません。」
「私が鳩を飼うことが好きなことは、親戚友人みな知っていました。私が鳩を飼う生活を終わりにした
後、ある日私を最も気に掛けてくださる友人の馮幼偉さん＊５が嬉しそうに私に、「 華、私は骨董品を偶
然に買ったんだが、その品は君ととても関係があるから、君に贈って記念にしてもらうのがこれ以上ふさ
わしいことはないと思ったんだ」と言いながら取り出してみせたのは、四角いガラスのはまった額縁で、
中にはひとつがいの鳩が描かれていました。地の色は黒で、鳩は白で、鳩の目と足は赤で、うす青色の大
理石の上に止まっているように配されていて、それは西洋画の方法でまるで生きているかのようでした。
私ははじめそれが紙に描かれ、普通のものと同じくガラスにはめ込まれているのだと思いましたが、彼の
説明を聞いて、実はガラスの内側に描かれていて、鼻烟壺＊６に描かれる絵と同じ手法だとわかりました。
絵柄と飾り付けから推測すると、百年前のものでしょう。乾隆時代の有名な西洋画家カスティリオーネの
手になる品だそうですが、サインがないので、本物なのかどうか鑑定のしようがありません。しかしこの
ような時代の趣があるのは、実に親しむべきものです。私は彼の厚意に感謝し、家に持ち帰り、壁に掛け
て、いつもそれを眺めています。この記念品は、私が北から南へ移った二十数年の間＊７も離れることなく、
＊４京劇の演目の一つ、「貴妃酔酒」のこと。「貴妃酔酒」は、玄宗皇帝のおなりを待っていた楊貴妃が、皇帝は他の妃の
元へ出掛けたとの知らせを受け、その憂さを酒で紛らわすという内容。
＊５馮幼偉（１８８０－１９６６）、広東人、又の名は耿光。若い時日本に留学、陸軍士官学校を卒業。孫文と知り合い、辛亥革命
に共鳴する。のち馮国璋が中華民国の代行大総統に就任した際（１９１７年）、中国銀行総裁に任じられる。蒋介石が政権を
握った後、総裁の職を辞したが、理事に留まった。
＊６鼻烟壺とは嗅ぎタバコを入れる小瓶で、様々な意匠を凝らした工芸品として知られる。
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今も我が家の壁に掛かっています。」
「これは本当に不思議なことです。小さな小さな鳥ですが、偶然にも親しんだことを通して、彼らに真
摯な感情を持つことができました。彼らと親しむ時間が無くなってからは、その絵が私の側にいてくれま
した。これはおそらく私たちが性格において、非常に似ているところがあったからでしょう。」
第七章 「金山寺」・「断橋」＊８の再演
今回、梅氏父子と兪振飛＊９共演による天津中国大戯院での「金山寺」・「断橋」は、観客から一致して好
評を博したが、当時、俳優たちが大きなプレッシャーを感じていたことは否定できない事実だった。これ
にはいくつかの理由があった。第一に、梅先生がこれら二つの演目を四年間演じていなかったことである。
さらに彼の息子葆玖は、勉強していたがまだ実際に演じたことはなかった。第二に、楽隊の笛担当は馬宝
明と遅金栄〔遅月亭＊１０の息子〕であった。そのとおり、馬宝明は梅先生の長年にわたる仲間だが、この演
目は二十年近く梅先生のために演奏したことがなかった。板鼓の担当は裴世長で、腕前はなかなかだが、
この演目はできなかった。曲は、馬宝明がその時にあたって彼に教えることができたが、梅先生の身体の
動きについては、彼はまったく見たことがなかった。第三に、この「断橋」の場面構成と身振りには、梅
先生と兪五爺が何度も研究を加えた結果、部分的な変更点があった。
以上の三つの問題があったため、本番前には、当然リハーサルに十分な時間が必要だった。ところがタ
イミングの悪いことに、「金山寺」の前に組まれていた演目は、梅先生が長年演じていなかった「西施」＊１１
であった。このため梅先生は夜の公演を終えてから、楽屋で彼らのためにまず「西施」の舞台稽古をしな
ければならず、それはしばしば二時、三時にまで及んだ。そのため、「金山寺」・「断橋」の稽古は後回し
になり、公演の一日前になって、ようやく稽古をすることができた。時間的に余裕がなかったことは否め
ない。だからこの二日間のプレッシャーの大きさは、想像に難くなかった。
十月二十三日の晩、梅先生は「西施」を演じ終えて戻り、寝間着に着替え、白湯を飲むと、タバコに火
を付け、枕にもたれて目を閉じ静かに休んでいた。毎日この時間、私たちはいつも舞台生活について話を
していた。しかしこの日は、私がいつものように彼に少し話しかけても、彼は返事をせず、ゆっくりと目
を開けて、私に手を振って言った。
「今日は昔のことを話すのはやめます。さっき葆玖と「金山寺」・「断橋」を稽古してかなり疲れました。
休息して頭を休めないと。」
私は、梅先生の仕事に対する真摯な思いが、四十年来一貫していることを知っている。明日、葆玖が初
めて青蛇を演じるので、彼は口に出さないものの、心の中ではきっと息子のために心配をしているのであ
ろう。
＊７梅蘭芳が北平（北京）から南の上海に居を移したのは、１９３２年の春のことである。
＊８「金山寺」・「断橋」：白蛇の精白素貞と書生許仙の恋愛を中心に、二人を引き離そうとする金山寺の僧法海、白蛇の妹
分青蛇らが登場する「白蛇伝」の一場面。「金山寺」は、法海に従い金山寺にのぼった許仙を返すよう、白蛇と青蛇が懇
願するものの、法海は承知せず、両者が戦いを繰り広げる、立ち回りが美しい演目。「断橋」は、戦いに敗れ西湖のほと
りまで逃げてきた白蛇と青蛇が、金山寺から抜け出してきた許仙が出逢い、最終的に和解する演目。
＊９兪振飛（１９０２－１９９３）、号は箴非、本籍は江蘇松江（現在の上海）、蘇州に生まれる。小生（若い男性役）俳優。父兪
粟廬は崑曲に関する著作もある研究者で、その影響を受けて、幼い頃から崑曲を学んだ。１９１６年に崑曲「蘇武牧羊・望
郷」で李陵に扮して初舞台を踏む。のち京劇の小生についても学び、人気小生俳優として数々の名優たちと共演する。
文革中は迫害を受けたが、文革後は上海昆劇団団長、上海京劇院長など歴任し、京劇と崑曲の芸術振興に大きな役割を
果たすとともに、多くの弟子を育てた。あとに出てくる“兪五爺”も兪振飛のことである。
＊１０遅月亭（１８８３－１９６４）、祖籍は山東蓬莱、北京に生まれる。武生俳優。
＊１１「西施」：春秋時代、呉王夫差は越を滅ぼした。越王句践は范蠡の計略を入れて、美女の西施を夫差に献上する。夫差
は女色に迷って政治を顧みなくなり、ついに越に滅ぼされた。その後范蠡は官を棄て、西施とともに五湖に舟を浮かべ
立ち去った。
梅蘭芳『舞台生活四十年』訳注（四） １１７
「明日の演目は、葆玖は初めて演じるとはいえ、あなたと兪五爺の二人の大先輩が面倒を見るのだから、
何の問題もないですよ。」私はこのように彼を慰めた。
「青蛇という役は、とても演じにくい役なのです。」梅先生が言うには、「金山寺」での彼女と白蛇のし
ぐさは、片方が正、もう一方が反で、左右対称になる。もしも動きがそろわず、足取りが乱れてしまうと、
この歌舞劇の厳格な規則が崩れ去ってしまうのだそうだ。
「「断橋」での三人の俳優、許仙、白蛇、青蛇はいずれもひとしく重要な地位を占めています。三人の動
きは、互いにどれも呼応しています。ぴったりと息が合った動きで、別々に分けることはできません。」
「私たちが葆玖を面倒をみることができるとあなたは言いますが、あなたはあまり舞台に立つことがな
いから、舞台の上が一大戦場であることを知らないのです。本当に戦場になったら、本当にわずかなミス
もゆるされません。私たちの間では「舞台の上では父親でも容赦しない」という言葉があります。これは
ひとたび舞台に上がったら、戦場で戦うのと同じように、誰も他の人を構っておられないということです。
もしも小さな問題であれば、私と兪五爺が彼のためにフォローできるかもしれません。例えば、大きな間
違いを犯したら、それはまったくどうにも救いようがなく、収拾がつきません。兪五爺がおっしゃってい
たのではありませんか。唱・しぐさどちらも重要なこの演目は、業界では“風火戯”と呼ばれています。
この三人の俳優がみな危険を覚悟し、十分に自信がないと試みることはできないのです。」
「あなた方はいつも葆玖にはすこしばかり才能があるといいますが、才能に頼ってだけでは事をし損じ
やすいものです。この子は少しばかり賢いところがありますが、実力はあまりに不足しています。この演
目の内容は複雑で、「游園」＊１２のように私の後について歩けば、なんとか格好がつくのとはわけがちがい
ます。もしも彼が自分が少しばかり賢いとうぬぼれて、いい加減にやってしまったら、みててごらんなさ
い、どんなミスを犯すかわかりませんよ。」
彼の表情を見るとかなり気が張っているようで、これ以上話を続けると、彼は一晩じゅう眠れなくなり
そうだった。私は彼の緊張した神経を和らげようと思い、話題を彼自身のことに変えた。
「あなたの「金山寺」・「断橋」は誰が教えてくれたものですか。いつ初めて演じたのですか。」私がこう
問うと、彼ははたして落ち着きを取り戻し、彼がこの二つの演目を学んだ過程をゆったりと話し始めた。
「「金山寺」・「断橋」は喬蘭、陳徳霖＊１３、李寿山の数名の老先生が教えて下さいました」。梅先生は言っ
た。「私が初めて「金山寺」を演じたときは、「断橋」はついていませんでした。それは民国４年（１９１５年）
４月４日、吉祥園において兪振庭＊１４が座頭を務める双慶班の公演でした。その日は、路三宝＊１５の青蛇、程
継先＊１６の許仙、兪振庭の伽藍、郭春山の小和尚、李寿峰の法海、王毓楼の鶴童、范宝亭の鹿童でした。の
ちには姚玉芙＊１７がずっと青蛇を演じました。朱桂芳＊１８も私とともに「金山寺」の青蛇を演じました。思い
出すと、この演目では私と玉芙を除いて、みな亡くなりました。あっという間に三十年が過ぎて、本当に
＊１２「游園」：明の戯曲家湯顕祖の名作『牡丹亭還魂記』の一場面。ヒロイン杜麗娘が、小間使とともに花園に出て花を愛
でる。ここでは、小間使は端役に過ぎないため、小間使役の俳優は、杜麗娘を演じる俳優のあとを付いていくだけで、
難しいことはないと言っているのであろう。
＊１３陳徳霖（１８６２－１９３０）、名は 璋、字は麓畊、原籍は山東黄県、旗籍（八旗に属する家であるということ。八旗とは、
清朝のはじめに、満州人、モンゴル人及び一部の漢人を８隊に編成した軍事・政治・行政組織。所属の将兵は旗人と呼
ばれ、特権身分とされた）。京劇の女役俳優。
＊１４兪振庭（１８７９－１９３９）、原籍は江蘇、北京に生まれる。京劇の著名な武生（立ち回りをする男性役）兪菊笙の次子。武
生俳優。
＊１５路三宝（１８７７－１９１８）、名は振銘、字は厚田、山東の人。花旦（活発な若い女性役）の俳優。
＊１６程継先（１８７８－１９４６）、字は振庭、原名は継光、またの名を春徳。安徽潜山の人。清代後期、京劇発展に貢献した有名
な３人の俳優“前三傑”の一人程長庚（１８１１－１８８０）の孫にあたる。小生俳優。
＊１７姚玉芙（１８９６－１９６６）、江蘇呉県（今の蘇州）の人、又の名を姚氷。青衣、花旦の俳優。１９才で梅蘭芳と初めて共演し
てから４０年以上、芸術・生活の両面において梅蘭芳の重要な右腕であった。３０年代以降は舞台を離れ、梅劇団の事務を
担当した。
土屋 育子，顧 靖宇１１８
先輩方はすっかりお年を召され、昔のことを思い出すのも耐えられない気持ちです。ここまでお話しした
のが、私が北京で最初に芝居を勉強し演じたときの状況です。」
「付け加えて鶴童、鹿童、伽藍という三つの役の隈取りについても話しましょう。鹿童は必ず緑色の顔
に描き、まるで“青面虎”のような隈取りです。鶴童には銀色に描くものや、隈取りを描かないものもあ
ります〔業界では“浄臉（素顔という意味）”と言う〕。伽藍には金色に描くものや、隈取りを描かないも
のもあります。楊さんは私が主演したとき伽藍を演じた時は隈取りをせず、ただ眉間に金色を描いただけ
でした。以前私が主演したとき伽藍に扮した人には、兪振庭、楊小楼＊１９、尚和玉＊２０、李春来、沈華軒、楊
盛春がいます。法海に扮した人には、李寿峰、李寿山、鄭伝鑑、王少亭がいます。青蛇に扮したのは路三
宝、姚玉芙、朱桂芳、朱伝茗、李世芳＊２１がいます。」
「私が南方に移る前、また上海の崑曲の先輩丁 蘭さんに身振りを学び、兪振飛、許伯遒が唱い方を研
究しました。ですから同業の間ではみな私がいま演じている「金山寺」、「断橋」は“南北融合”であると
言われています。このことは私も認めます。しかし実は南北両派は一つの源流から出ていて、例えば喬
蘭、丁蘭 両先生が教える身振りは、すべて細やかで、表情、しぐさ、唱、どの面からも情感が表されて
います。喬、丁のお二人はどちらも蘇州出身なので、物腰までもよく似たところがありました。」
〔原注〕伯遒さんはわたしの父方の従弟である。小さい頃から笛の天才だった。彼は七才から笛を習い
始め、何人かの名手と言われる先輩から教えを受けた後、あるとき崑曲研究の第一人者兪粟廬先生＊２２が
彼の笛の音を聞いて“満口笛”と大いに称賛した。彼と振飛の二人を並べたら、“大江南北両支笛（長
江両岸の優れた二本の笛）”と言えるだろう。彼は兪氏父子から兪派の多くの曲を学んだので、彼は他
人の長所を吸収して、融合して通暁してから名をなした。梅先生の南遷から抗日戦争にかけて、「游園」、
「驚夢」＊２３、「思凡」＊２４、「刺虎」＊２５、「瑶台」、「金山寺」、「断橋」、「奇双会」＊２６などの演目を演じるた
＊１８朱桂芳（１８９１－１９４４）、原名裕康、字は雲培、芸名は“小四十”といい、父親朱文英の芸名“朱四十”に従ったもので
ある。原籍は蘇州で、北京に生まれる。武旦俳優。１９１９年梅蘭芳とともに日本公演を行った。
＊１９楊小楼（１８７８－１９３８）、名は三元、芸名は小楼。武生俳優。原籍は安徽省懐寧県、北京に生まれる。祖父楊二喜は武旦
俳優（立ち回りをする女役）、父楊月楼は武生と老生（立ち役）を兼ねる俳優。楊小楼は若い時から名優として人気が高
かった。梅蘭芳との関わりとして特筆すべきは、彼と共演した京劇の名作「覇王別姫」であろう。これは、１９２１年の公
演にあたり、斉如山らによって大幅に書き改められた新編作品であった。本書第三集第六章「「覇王別姫」の創作と上演」
に、その過程が詳しく述べられている。
＊２０尚和玉（１８７３－１９５７）、原名は璧、直隷宝 （今は天津市に属す）の人。武生俳優。
＊２１李世芳（１９２１－１９４７）、幼い時に富連成に入り、女形の青衣、花旦を学ぶ。明瞭で甘く潤いのある歌声で、舞台の姿も
おっとりと優雅な雰囲気があり、また梅蘭芳によく似ているとして“小梅蘭芳”とも呼ばれていた。梅蘭芳は彼を弟子
として直に芸を教え、李世芳も誠意を尽くして学び、やがて張君秋、毛世来、宋徳珠とともに“四小名旦（四人の若手
の優れた女形俳優）”と呼ばれるようになった。１９４７年１月５日、乗っていた飛行機が青島付近で濃霧のため山に衝突し、
２６才で亡くなる。本書ではこのあとの部分で、梅蘭芳が彼を回想している。
＊２２兪粟廬（１８４７－１９３０）、江蘇松江の人、名は宗海。兪振飛の父。
＊２３「驚夢」：『牡丹亭還魂記』の一場面。「游園」の続きで、杜麗娘が眠気を感じてまどろむと、夢に若者が現れる。杜
麗娘は、その若者に恋い焦がれるようになる。
＊２４「思凡」：年若い尼の色空は、仏門の生活をやめようと山を下りる。途中、同じ理由で下山してきた若い僧侶と意気投
合し、仲良く連れ立って山を下りていく。二人のやりとりが見どころの演目。
＊２５「刺虎」：明末、李自成が北京に入城し、宮女の費貞娥はわざと公主の衣裳を着て井戸の中に隠れる。李自成軍の兵士
が貞娥を見つけ、大将の李固に嫁がせることにする。新婚の夜、貞娥は李固を泥酔させて刺し殺し、その後自刎して果
てる。
＊２６「奇双会」：別名「販馬記」。陝西褒城の馬売り商人李奇は、楊三春を後妻に迎える。楊は田旺と私通しており、李奇
の留守中に継子の保童と桂枝を追い出す。桂枝は商人の劉志善の養女となり、趙寵に嫁ぐ。趙寵は科挙に合格し、褒城
の県令となる。李奇は帰宅すると子供がいないので、楊三春に尋ねるが、楊は病死したという。李奇が小間使いの春花
を詰問すると、春花は真相を知っていたが禍を恐れて自害する。田旺と楊三春は李奇が春花を死なせたと訴え出て、賄
賂を受けた県丞は李奇に死刑の判決を下す。桂枝は実父の冤罪を知り、夫趙寵に役所へ訴えるよう頼む。新任の巡按に
訴え出ると、実はこの巡按は弟の保童で、李奇は冤罪を雪ぎ家族が無事団円する。
梅蘭芳『舞台生活四十年』訳注（四） １１９
びに、彼が笛を担当した。
「「断橋」での青蛇は、北方では二種類の扮装があります。「金山寺」での扮装と同じように、背に二振
りの宝剣を差したままのものがあります。李世芳が私と演じたときは、ちょうどこのような扮装でした。
姚玉芙と朱伝茗が私と演じたときは、彼らは宝剣を差さない扮装にしました。」
「剣を差しているというのは、許仙に対する威嚇を強めると思われるかもしれません。しかし剣を抜い
てしぐさをすることは出来ないので、この効果は大きくありません。どうして剣を抜いて身振りをしない
のですかと尋ねる人もいます。これはそれほど単純なことではありません。崑曲のしぐさと唱は、すべて
つながっています。剣を抜くのは簡単ですが、元に戻すのは難しいのです。もしも剣を鞘に収めなければ、
ずっと青蛇に一振りの剣を背負わせることになり、これはとても見苦しいものです。実際、「断橋」の登
場のとき、扮装を変えるのです。武装はすでに解いて、もう武器をとる必要はありませんから、剣を差さ
ないほうが、演目の内容に対して合理的です。許仙が彼女たちを恐れるのは、武器による威嚇ではなく、
法海から彼女たちが二匹の蛇の精であるときいたからです。」
ここまで話したところで、すでに時間は遅くなっていた。梅先生は笑いながら言った。「さっき昔のこ
とは話さないと言ったばかりだったのに、結局またたくさん話してしまいました。明日、食事の後にまた
百福大楼でこの二つの芝居のリハーサルをしなければなりませんから、もう寝ましょう。」
翌日の午後四時、百福大楼のホールには、梅先生父子と兪五爺がリハーサルをするのを見るために大勢
の人々が集まっていた。葆玖の「金山寺」は陶玉芝が、「断橋」は朱伝茗が教えたので、梅先生のしぐさ
とは少し異なるところがあった。みな葆玖に彼の父親の形でやるようにいうので、梅先生は彼の息子を引っ
張って行って言った。
「お前はお前のやり方でやるのだ、躊躇してはいけない。先生が教えたようにお前は演じるのだ。私と
兪五爺はお前に合わせて演じるから。急に変えようとしても、お前にはそのような技量はないから、それ
はリスクが高い。さあ、「断橋」の“三挿花”を兪五爺とうまく合わせよう〔“三挿花”は三人が舞台上で
ぐるりと円を描いて歩くもので、「回荊州」＊２７での劉備、趙雲、孫尚香の三人が道を行く歩き方と大体一
致する〕。許仙、白蛇、青蛇の三人が出会うとき、ぐるりと円を描いて歩くが、これはぶつかりやすい。
真剣に何回も練習すれば大丈夫だ。」
何回もの舞台稽古を経て、梅先生は大体いいだろうと考え、葆玖に言った。
「いいだろう。少し休んでから本番だ。」
７時半に食事をし、彼らはそれぞれ適当に少し食べた。梅先生の楽屋の管理人である李春林はすでに電
話で準備を催促してきた。
〔原注〕李春林の仕事は、一つには舞台の出退場を取り仕切ること、二つには時間を計算することであっ
た。役者たちは何時に劇場に到着していなければならないか、仕度にどのくらいの時間がかかるのかよ
く把握して、それぞれ彼らに伝える必要がある。この仕事は非常に重要である。もし上演中時間がずれ
たり、何か事故が起きたりしたら、彼が責任を負わなければならない。この日、化粧係の顧宝森は梅氏
父子を二人同時に化粧しなければならないため、いつもより時間がかかるので、彼は慎重を期して梅先
＊２７「回荊州」：別名「美人計」。『三国志演義』に題材を取った演目。劉備は呉の周瑜の計略で孫権の妹尚香と結婚し、色
に迷って本拠地の荊州に帰ろうとしない。趙雲は諸葛亮の命を受け、曹操が攻めてきたと詐り、劉備に妻を連れて帰国
するようを促す。劉備は趙雲とともに出発するが、周瑜が兵を送って後を追ってきたため、孫尚香が一喝して追い返す。
劉備は諸葛亮が用意した船に乗って危機を脱し、周瑜は張飛にさえぎられる。劉備と孫尚香の婚礼を描く「甘露寺」と
合わせて、「龍鳳呈祥」と呼ばれる。人気演目の一つ。
土屋 育子，顧 靖宇１２０
生に早めに劇場にくるよう頼んだのだ。
八時二十分、梅先生は葆玖とともに化粧室に入った。この部屋は楽屋の退場口に近い所にあって、一丈
四方に満たない小部屋だった。この時中には七、八人がひしめいていて、みな忙しげに手を動かして仕事
をしていた。今日の化粧室は特に緊張した雰囲気があり、ほとんど身動きする余裕がないほどだった。
「葆玖を先に化粧してください。」梅先生は顧宝森に言った。「彼は劇場を掛け持ちして駆けつけるとい
う経験がないから。この芝居は身につけたり背中に挿したりするものが非常にたくさんあって、遊んでい
る場合ではないから。」顧宝森は返事をしながら、葆玖のために化粧用の小道具を整理していた。葆玖の
顔にはもう石けんが塗りたくられ顔を洗っていて、梅夫人が横で息子のために化粧箱や造花を整理してい
た。ただ梅先生だけがゆったりと椅子に腰掛け、お茶を手にしていた。彼がみんなにこう言うのが聞こえ
てきた。
「落ち着いて、あわててはいけないよ。まだ時間はある。慌てると間違いを犯すものだからね。早くや
ろうと思ったら、逆にゆっくりやることです。」言いながら、彼の付き人である小劉に李春林を呼んでく
るように言いつけた。梅先生は李春林に言った。
「舞台のほうへゆっくり引き延ばして唱うよう伝えてくれ。今日のこの芝居は扮装に時間がかかると思
うから。」李春林は「はい」と返事をして、身をひるがえして出て行った。舞台責任者は大変だ。彼は楽
屋で最も忙しい人だろう。
私は楽屋から客席へ出て来て、上から下までざっと見てみると、二千以上の席がすべてびっしりと満席
になっていた。観客もかなり緊張していた。みなはやる気持ちを抑え、「金山寺」・「断橋」を待っていた。
と同時にこの古典歌舞劇は、ここ天津中国大戯院で上演するのに非常に理想的な演目だった。音響効果が
よく、比較的近代化された劇場だからだ。私はかつて三階席とボックス席裏の一番後ろの列に座ったこと
があるが、非常にはっきりと聞くことが出来た。客席は広々としていて、ゆったりできる休憩室もある。
さらに冷暖房も完備していた。楽屋も非常に広く、梅劇団のほとんどの俳優はみなここに宿泊していた。
舞台では、唐韻笙＊２８の「徐策 城」が終わったばかりで、「休憩十分」という看板が幕の外に掛けられ、
中では「守旧（舞台の背景に掛ける幕）」を掛け替えていた。
「守旧」の色と役者の服装の色とはあまり似た色ではあってはならない。他の色の影響をあまり受けな
い赤系の色以外は、同系色だと衣裳の色がくすんでしまうのである。梅先生がよく使う背景の幕は、ほと
んどが白地に青が入ったものであったが、白蛇と青蛇の衣裳とちょうど近い色だったので、今日は色とり
どりの蓮の花や燕が刺繍された黄色い緞子の幕を使うことにした。
舞台上ではドラや太鼓が鳴り響き、兪振飛が扮する許仙が登場した。寺詣りの籠を提げ、「三仙橋」の
曲を唱って、船頭がその後をぴったりとくっついている。歌を歌いながら船に揺られながら金山の麓まで
やってきて、まっすぐ山に登って寺詣りに行く。続いてエビの兵士やカニの武将が一斉に現れ、口々に「遠
くに白蛇さまがやってくるのが見えるぞ」と言う。楽隊が水の音のようにドラや太鼓を響かせ、梅氏父子
がそれぞれ白蛇と青蛇に扮し、観客の熱烈な拍手に迎えられて、相前後して登場する。白蛇はさまざまな
船に揺られるしぐさをし、青蛇は櫂を手にして、ゆっくりと小船を操っている。【酔花陰】の曲を唱いお
わると、金山のふもとに到着する。青蛇が船を岸に着けると、白蛇は身体を傾けて岸にあがる。このあと
＊２８唐韻笙（１９０３－１９７０）、老生役者。原名は石斌魁。原籍は瀋陽、満州族の出身。祖父が青年期に清軍に従って福建に行
き福州に定住したことから、石斌魁は福州に生まれ育った。小さい頃から芝居に親しんでいたが、公演にやってきた河
北省の俳優唐景雲の弟子となり、のち養子となって名を唐韻笙と改めた。老生の名優、周信芳、馬連良とともに、“南麟、
北馬、関外唐（上海の周信芳（別名、麒麟童）、北京の馬連良、関外（彼の原籍である瀋陽は北京からみて山海関の外側
にあることからかく言う）の唐韻笙）”ともてはやされた。
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陸地にあがってのしぐさになる。青蛇は寺の前で許仙に呼びかける。この時、ベテランの蕭長華＊２９扮する
七十過ぎの小和尚が登場し、進み出て蘇州の言葉で答える。「わしをおたずねか。」このセリフに、客席か
らは笑い声とともに拍手がわき起きる。
白蛇と青蛇が金山寺の前で法海に哀願し、大声で罵る場面は、名場面の一つである。法海はあぐらをか
いて舞台中央奥の台の上に座っている。白蛇と青蛇は下のほう、つまり左右両側にいて、小走りに行った
り来たりしながら四曲の唱を唱う。舞台上にはこの三人だけで、彼らの位置はちょうど「品」の字の形を
なしている。彼ら二人の身振りは全く同じであるが、立ち位置は異なるために、ちょうど正反対になる。
青蛇が表で、白蛇は裏という具合である。この数曲の節回しは、『長生殿』＊３０「絮閣」で楊貴妃が唱うも
のと同じでもともと名曲である上に、彼ら父子が、前になり後ろになり、左に行ったり右に行ったりと様々
な美しい舞踊を見せるので、観客は大梅（梅蘭芳）を見ようとすれば、小梅（梅葆玖）にも注目しなくて
はならず、本当に舞台から目が離せなかった。
立ち回りのあと、白蛇が一度退場する時に、二振りの槍を使って十字に交差し、非常に軽々とそれを片
手で持って背中に回して見得を切った。「いいぞ」というかけ声が、私の左隣の北京っ子から飛び出した。
このかけ声をかけるタイミングからみると、彼はかなりの玄人のようだ。かけ終わると彼は私に向かって
言った。「彼はもうすぐ６０才になるというのに、こんなに努力ができるなんて、大したものだよ」。私は彼
にうなずき返して、何か言おうとすると、後ろの席に座っていた友人の韓慎先〔譚派の名アマチュアで夏
山楼主〕が私の肩を叩いて言った。「梅さんの手の形と退場の見得を切るところは、まったく敦煌の壁画
や雲崗石窟の彫刻によく似ているよ。芸術の精華と言えるね。」この友人は京劇に精通しているだけでな
く、書画についても専門家だった。私は半分からかい気味に彼に答えた。「君は二言目には本業の話にな
るなあ。芝居を見る時も考古学のことを持ち出して、こんな批評をするなんて、今日の劇場ではおそらく
君一人だけだろう。」
話していると、舞台の奥から「ああつらい」という声が聞こえてきて、梅先生の「断橋」が始まった。
この時の白蛇は衣裳を換え、細かくプリーツの入った衣裳を腰に巻き付けている。両手でその衣裳をひる
がえし、まず舞台を小走りに一周して、退場口のあたりまできて、疲労困憊しているさまを示し、前のほ
うに倒れかかって、彼女がつまずいて地面に倒れる様子を表して、跪きながら【山坡羊】曲の第一句“に
わかに”と唱うと、青蛇が小ドラの音に合わせて舞台に登場し、彼女を助けおこす。二人は唱いながら歩
き、断橋の四阿でひと休みする。
次は本来は法海が許仙を引き連れて登場すべきところなのだが、現在では旧本に部分的な改変を加えて
いる。それは、「金山寺」の観客はこの「すぐれた神通力の持ち主」の大僧正に対して好感を持っていな
い、と梅先生が感じたからである。仲睦まじい夫婦を無理矢理引き裂く彼に同情する観客などいるだろう
か。ある日、梅先生が私に言った。
「法海が「断橋」に登場するのは、許仙を登場させるためだけに過ぎません。簡単な役まわりで、実際
のところこの演目の不必要な部分です。次に「断橋」を再演する時は、思い切って彼を取り去ってしまお
うと思います。彼の短い歌詞は、許仙に唱わせても同じではありませんか。法海の唱を許仙が唱うときに
不都合な部分は、あなたがアイデアを考えて改めてくれれば、この演目はおそらく無駄のないすっきりと
＊２９蕭長華（１８７８－１９６７）、原籍は江西新建、北京の梨園一家に生まれる。文丑俳優（道化役）。１９０４年からは京劇俳優養
成所の喜連成に教師として招かれ、葉春善とともに力を尽くし、京劇の人材育成に携わった。本書でも第五章「一個歴
史悠久的科班（最も歴史ある京劇俳優養成所）」で詳しく述べられている。
＊３０『長生殿』：清代の戯曲、洪昇（１６４５－１７０４）の作。唐の玄宗皇帝と楊貴妃のロマンスを描いたもの名作として知られ
る。全五十齣。
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したものになるでしょう。観客は法海を嫌っていますし、私も彼を好きであるはずがありません。これで
みんな大喜びではありませんか？」
崑曲の歌詞を改めることは、私には初めての挑戦だった。法海の歌詞はたったふた言しかないが、許仙
が歌うことにしようとすると問題が生じた。私はこのうち七文字を変えた。もとの歌詞は「錦層層足踏翠
雲、虚飄飄飛下瓊瑶境（重なる翠雲に乗り、ふわりと仙境から飛び下りる）」とあるが、私は「錦層層過
眼烟雲、虚飄飄魂断藍橋境（烟雲を通り過ぎ、色恋に魂も断ち切れんばかり）」と改めた。許仙のせりふ
は、兪振飛が一晩かけてこのように改めてくれた。「私は許仙です。たったいま法海禅師がおっしゃるに
は、私と白氏は悪い因縁がまだ満ちておりませんが、私に害を為そうとの心は決してないそうです。まし
て彼女はみごもっているので、私に銭塘へ来て、彼女に会うよう勧めました。ただ私はすでに彼女たちが
妖怪であることを知ってしまっては、どうして彼女に会いに行けましょう？ああ、思えば私と妻は恩情浅
からず、彼女は平素より私によくしてくれ、また非常に思いやってくれました。私の心の中では捨て去り
難いものがあります。ただいま私は心を決めかねて、進退極まっております。どうしたらよいでしょう！
おお、思い出しました。出発するとき、禅師がくり返しお言いつけになったことは、この銭塘で彼女たち
二人を見かけたら」、言い終えると続いて唱となり、「御仏の法が必要じゃ、情に流されてはならぬぞと」
の二句を唱う。もともとは法海の唱であるが、その日はこのように許仙が唱った。観客ははたしてぴった
りと合っていると感じただろう。
「断橋」で兪振飛の許仙が登場すると、客席もまたたちまち緊張が走る。彼がその歌詞を独唱し終える
と〔法海の半分の歌詞も彼が唱うことにした〕、白蛇と青蛇が彼の後ろから急いで追いかけてくる。彼が
第二場に登場すると、そのつまずく身振りは、自然で上品であり、非常にかっこいい。観客がもしこの演
目の身振りをよく知らなかったら、おそらく彼が舞台上で足を滑らせたと勘違いするだろう。
〔原注〕兪振飛が上海で初めて「断橋」を演じた時、こんなおもしろいエピソードがあった。「民国１１
年（１９２２年）２月、熱心に崑曲を奨励していた老先輩たちが、崑曲の技術が失われつつあるのをみて、
崑曲伝習所を設立することになった。「夏令匹克」〔現在の新華映画館の跡地〕を借りて、崑曲を三日間
上演し、チケット収入を、すべて経営費用に充て、それによって「伝」の字が付く学生たちを教育した。
この「断橋」は謝縄祖の白蛇、兪振飛の許仙、翁瑞五の青蛇だったと記憶している。芝居がはねて、最
も熱心な崑曲発起人である穆藕初先生は楽屋で兪振飛を慰めながら言った。「今朝は非常に良かった。
ただ舞台で不注意でつまずいていたのは残念だった。まあ大丈夫、気にすることはないよ。」役者は、
観客に本当につまずいたと思わせることが、本当に真に迫った演技となるのである。「状元譜」＊３１の陳
大官は王楞仙＊３２が最も優れていると、かつて 五爺＊３３が話していたことがあった。彼のつまずく演技は
とても美しく、「断橋」の許仙の身振りを参考にしたものだった。
数十年前には、この演目が終わると、舞台に男女の役者が二人進み出て、男性は赤い官服で紗帽に一対
＊３１「状元譜」：別名「打 上墳」。陳伯愚は亡兄の遺児大官を引き取る。大官は成長すると不良とつきあいだしたため、
伯愚は財産を与えて分家させてしまう。大官は遊びに金を使い果たし、物乞いとなる。たまたま大官に出逢った伯愚は
大いに怒ってさんざんに打ちのめし、伯愚の妻は金を与えて立ち去る。大官は恥じ入り、両親の墓の前で慟哭する。伯
愚はその様子を見て、教え諭し家に連れ帰る。心を入れ替えた大官は猛勉強を始め、ついに状元に合格した。
＊３２王楞仙（１８５９－１９０８）、名は 、又の名を樹栄、字は楞仙、芸名桂官、桂花。原籍は河北武清。小生俳優。小生の名優
徐小香のあとを継ぎ、小生俳優の間で影響力を持った。
＊３３ 五爺とは、愛新覚羅溥 （１８７７－１９５０）、字は厚斎、西園、号は紅豆館主。父載治は、乾隆帝第１１子成親王永窯の曾
孫。幼年より戯曲に親しむ。１９３０年から清華大学などで教鞭を執る。１９３５年以降は国民党の幹部なども歴任。１９５０年６
月、上海にて逝去。（第２章 一に既出。）
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の金の花を挿し、女性は鳳冠を頂き赤い官服を身につけ、観客にお辞儀をして終わりとしたのだった。の
ちに二人の龍套（近衛兵役が着る衣裳）を着た儀仗がお辞儀をするように改められ、チャルメラで最後の
一曲を演奏することもあった。最後に幕を下ろすことによってやっと終わりを示すのである。現在のこの
ようなカーテンコールを行う習慣は、ここ数年で盛んに行われるようになってきた。あの日の「断橋」が
終わったときも、観客は熱心に拍手をしてカーテンコールを４回も求め、なかなか帰ろうとしなかった。
後ろの席の人々も前の方に押しかけて彼ら三人を間近に見ようとした。
私が楽屋に戻ると、電光が部屋中を真昼のように照らしていた。「美麗」と「新生」二つの写真館が彼
らの写真を撮っていたのだ。そばにはさらに小さなカメラを持った人が、この初公演の芝居を写真に収め
ようとしていた。
写真を撮りおえると、彼ら父子は化粧室に入った。梅先生は彼の息子にこう言った。
「今日は大変だったな。これから一生懸命稽古を続ければ、将来見込みがあるだろう。」
彼は舞台衣裳を解きながら、タバコを吸って私に言った。
「この演目は長年演じなかったので、私も不十分な感じがするし、楽隊もまたあまりよく分かっていま
せん。幸い兪五爺の化粧室が楽隊に近いので、彼に気を付けて聴くように頼みました。適切でないところ
があれば、明日また話し合います。許姫伝さん、今日この芝居を演じた私の気持ちを知っていますか？４
年前、上海中国大戯院で李世芳が青蛇を演じてくれました。これは、私が「金山寺」と「断橋」を続けて
演じる初めての挑戦でした。彼は私たちの劇団員ではありませんでしたが、臨時的に参加してくれました。
前後数回演じましたが、私は大変満足しました。１９４７年１月２日の夜、私たちの最後の芝居が終わって、
彼は５日の早朝北京へ戻る飛行機に乗りました。青島上空で事故が起き、彼はその犠牲となりました。我々
師弟は永遠の別れを告げたのです。私はその日、ちょうど楽屋で仕度をしているときにその知らせを聞い
て、あやうく気を失いそうになりました。まわりの人が慰めて、「間違いかもしれませんよ」と言ってく
れ、私も事実でないことを祈りました。ところが翌日、私は空港から電話を受け、その悲惨な事故が事実
であることを確認しました。私は何度も大泣きして、それ以来二度とこの演目を演じるまいと思ったので
す。昨年うちの劇団では、私と一緒に演じるために葆玖に稽古を付けさせることなりましたが、実は私は
あまり気乗りがしませんでした。最近、葆玖が苦労して勉強したのに、ずっと演じることがないと忘れて
しまうと思いました。正直に言うと、私は葆玖と先に上海中国大戯院で上演したくありませんでした。当
時の悲しみが思い出されて、演じられなくなるのではと心配したからです。でも舞台衣裳に着替えたら、
また李世芳のことを思い出して、どうしてもつらい気持ちになります。」私は彼が話せば話すほどつらそ
うにするのを見て、急いで話題を変えた。
翌日の午後、阿英さん＊３４がアスターホテルに梅先生を訪ねてきた。顔を会わせると彼は言った。
「昨日の芝居は、全く素晴らしかった。観客に対してとても責任感を持って演じていたと思う。あなた
のこういう芸術を重んじる精神を、役者はみな見習うべきだね。」
「「断橋」の法海は完全に余計な人物だ。彼を切り捨てて、許仙が説明することによって、彼を登場させ
ないというやり方に私は賛成するよ。」
「「断橋」のあなた方三人の身振りや表情は、非常に明るく細やかだった。だが白蛇の立ち位置がずっと
変わらず、ちょっとぼーっとしているみたいだ。許仙との位置を考えると、この身振りを変えれば、もっ
と生き生きとしたものになるよ。」
「この演目での三人の立ち位置は」、梅先生が言った。「青蛇は下手の外側に、許仙は上手のあたり、白
＊３４阿英（１９００－１９７７）、原名銭杏邨。現代作家、文学史家。安徽蕪湖の人。著書に『阿英文集』など。
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蛇は中央で、品の字の形になっています。これは青蛇が許仙に対して対立する立場で終始妥協しないから
です。だから真ん中に白蛇が入って衝突を緩和して、やっと彼らを和解させることができるのです。この
原則は、私たちが守らなければならないものです。あなたが言うようにずっと変化に乏しく、重苦しく見
えるのは、全くそのとおりです。幸い崑曲の専門家兪振飛がいますから、私たち二人に検討させてくれま
せんか？」
その日の晩、梅先生は百福大楼で兪五爺に会い、阿英さんの意見を伝えた。
「この芝居はずっと位置が変わっていなくて、私も平板だと感じていた。」兪五爺は話を聞くとこう言っ
た。「阿英さんの提案は、理に適っているよ。許仙は「断橋」の中にもともと劇の筋に合わない身振りが
あって、私はずっと改めたいと考えていたのだが、機会が無かった。まず私が話すのを聞いてもらえない
か。」
「白蛇と許仙が出会ったあと、唱の【金絡索】曲に、“あのとき三生の証＊３５を立てたのに、いまやその心
に背き、前の誓いを裏切った。あなたは讒言を信じてひどく心を固くしてしまった。このことを思うとま
ことにやりきれぬ……”という歌詞があるじゃないか。古くからのやり方では、白蛇が“あのとき三生の
証を立てたのに”まで唱うと、許仙は定式通り白蛇のために髪を梳いてやるが、青蛇がやってきて許仙を
追い払う。彼女が白蛇のために髪を梳き終わると、独りで白蛇の背後の椅子に座る。白蛇が“このことを
思うとまことにやりきれぬ”まで唱うと、許仙は振り返って青蛇を見て、彼女のところまで行って肩を叩
いて、小青ねえさんと呼びかける。ここの表情は、まさに我々南方人がいう“軽骨頭（軽薄なやつ）”と
いう言葉にぴったりだ。青蛇はその様子を見て、当然彼を許さぬと立ち上がって彼を叩こうとすると、許
仙はまた白蛇に取りなして欲しいと頼む。この時の白蛇は、古くからのやり方では右手で青蛇を押しとど
め、左手で許仙を引くというよい形になる。先輩方はみなこうやって演じてきた。」
「この芝居で、青蛇は終始、許仙に対し好感を持っていないし、許仙もまた青蛇を最も恐れている。情
理から言えば、彼女から遠く離れれば離れるほどよい。青蛇が後ろにちゃんと座っているところへ、許仙
が近寄って彼女にかかわるなんて道理があるだろうか。これは劇のストーリー上、実際に合っていない。
役者の舞台でのしぐさについて、もしストーリーに合わないところがあれば、どんなにきれいに演じても
無駄なことなのだ。いま白蛇の位置を変える以上は、ついでに許仙のこの不合理なしぐさも改めれば、一
挙両得になると思う。知恵を絞ってみよう。きっとよい方法があるはずだ。」
梅先生と兪五爺の二晩の熟考を経て、次のような位置に改めて、身ぶりもストーリーにぴったり合うよ
うに変えた。
青蛇は白蛇の髪を梳き終わると、古いやり方のとおり白蛇の後ろの椅子に座る。白蛇は舞台中央に座り、
“前の誓いを裏切った”まで唱ったところで、立ち上がって両手で“腰包（細かくプリーツの入った衣裳
で腰に巻き付けている）”をひるがえし、上手に歩いて行く。許仙がすぐに上手から舞台中央に位置を移
して、自然に位置を換える。白蛇がまた“ひどく心を固くして”の“ひどく”を唱ったところでつまずく
しぐさをすると、許仙が進み出て支える。その時青蛇が起ち上がり彼らを盗み見て、“歓喜冤家（仲の良
い夫婦）＊３６”がその言葉通り仲直りしそうな様子をみて、両手を腰に当て背を向けて、“九龍口”まで歩
いて立ち止まり〔下手から３歩のところを、業界では九龍口と呼ぶ〕、怒っていることを示す。白蛇は続
＊３５仏教で、前生、今生、来生を三生という。ここは、この三生の愛を誓ったということであろう。
＊３６ひとまずここでは「仲の良い夫婦」と訳出したが、原文の「歓喜冤家」は“悩みや苦労の種だが愛し合っている恋人
や夫婦”をいう。「冤家」はもともと“敵”の意味であるが、転じて前世で恩恵を受けたかわりにこの世で苦労させられ
る人ということで、自分の子供や恋人、配偶者をこのように呼ぶ。用例は唐代から見られるが、最も顕著なのは元代の
通俗文学においてである。
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けて“このことを思うと（追思此事）”の４字まで唱うと、両手を前後に広げてかわるがわる許仙を指さ
し、唱いながら彼に近づいていく。許仙は彼女に頭を下げながら、身体はだんだんと下手に退き、ちょう
ど青蛇の背中にぶつかる。青蛇は振り返り許仙を殴ろうとし、許仙は上手へ逃げていく。白蛇は舞台の中
央に戻り、右手で青蛇を押しとどめ、左手で許仙を引っ張るという例の形になる。
三回目の「金山寺」「断橋」は、以上のように演じられた。客席で全神経を集中して芝居に見入ってい
た阿英さんと私は、大変満足した。同時に彼らの芸術上の創造力に深く感服した。
数日後、私は兪五爺さんとまた「断橋」の演技の改変について話をした。彼が言うには、
「この改変は簡単なことではありませんでした。とりわけ一緒に行う演技では、二人の役者ともに相当
高い素養があってこそ、改変して上手く演じることができる。梅さんのような高い芸術があるからこそ容
易にできる。みながストーリーに基づいて身振りを研究しさえすれば、舞台で演じた時、不適当なところ
は全くないのだ。趙桐珊〔芙蓉草のこと〕＊３７は私にこう言っていた。
“今の梅さんの舞台での演技は、真似することが出来ない。彼は、自在に水袖＊３８を操る、鬢の毛をなで
つけるしぐさをする、数歩歩く、指をさす、どれも非常に美しい。ごくごく普通の身振りも、彼が演じる
と、全く違うのだ。ゆったりとしていて気持ちよく感じられる。これは言うまでもなく、完全に稽古の賜
物だ。”
桐珊さんのこの話は、梅さんの芸術に対する同業者の一致した評価を代弁しているだろう。
私は彼の役になりきる力に、本当に敬服している。私たちがよく共演する芝居でいうと、彼が演じる「奇
双会」の桂枝は、官吏の夫人という身分の女性であり、「游園驚夢」の杜麗娘もまた正真正銘の典型的な深
窓の麗娘だ。私が列車から下りたあの夜、ちょうど彼と姜六爺＊３９の「虹霓関」＊４０第１部・第２部が上演され
ていた。私はチケットを買って、じっくりと鑑賞した。第二部に小間使＊４１が登場したんだが、ああいう活
発で機転が回ってそれでいて小賢しい感じがしないというのは、彼独特の小間使を演じるスタイルじゃな
いかと思うんだ。京劇と崑曲では、小間使には大小二つの区別がある。彼はやはり、劇のストーリーや正
真正銘の“大”小間使という役柄を演じていたんだ。彼の技術、経験、熟練の三つがいずれもすばらしいも
のだからこそ、彼の心の動きを、動作や表情に最大限に表現しうるのだ。ここにある奥深いものは、理解
することはできても、うまく言い表すことはできない。」以上が兪振飛と趙桐珊の評論である。彼らは梅
先生とよく共演しているので、かなり深い見方をしている。同業者の話は、必ずや重みがあるはずである。
私は三十余年にわたって梅先生の芝居を見てきているので、もう少し付け加えて述べたい。率直に言う
と、彼の芸術は抗日戦争の前が全盛時代だったとはいう向きがあるが、今日のような思いのままに演じ、
＊３７趙桐珊（１９０１－１９６８）、原名久林（または九齢）、字は桐山（または桐珊）、号は酔秋、芸名の芙蓉草で知られる。河北
省武清県に生まれる。幼い頃から芝居が好きで、８才で北京へ出て、 子（地方劇の一種）の劇団で 子の女性役を学
ぶ。のちに京劇の花旦（活発な若い女性役）も学び、当時の名優たちと共演。１９１９年には梅蘭芳と共に日本公演も行っ
た。
＊３８原文は“抖袖”。中国の伝統劇では、衣裳の袖に一尺あまりの白い布が付けられており、これを「水袖」という。水袖
を様々に動かすことで、登場人物の心情や状況を表すだけでなく、また役者の技術の高さも示される。地方劇では、１
メートルを越すものが使用されることもあり、非常にアクロバティックなしぐさが行われる。
＊３９姜六爺は姜妙香（１８９０－１９７２）、名は 、字は慧波、芸名妙香。小生役者。原籍は直隷省河間府（今の河北省滄州地区）
で、北京に生まれる。父親姜儷雲は四喜班の女形の役者、母の陳氏は代々崑曲の家の出身であった。姜妙香ははじめ青
衣（貞淑な女性役）を学んだが、のちに小生に転じた。
＊４０「虹霓関」：隋末唐初が舞台の『説唐』ものの演目。瓦崗寨の秦瓊は軍を率い、紅霓関に攻め込む。敵の辛文礼が迎
え撃つが、秦瓊軍の先鋒王伯党によって討ち取られる。辛の妻東方氏が打って出て王伯党を生け捕りにするが、王の美
男子ぶりに心が変わり、王と再婚して瓦崗寨に帰順する。
＊４１原文“ 環”。小間使の役は、花旦の俳優が主に演じる。京劇の演目によっては、この花旦が重要な役割を果たすもの
もある。代表的なものとしては、『西廂記』の紅娘（ヒロイン崔鶯鶯の小間使で、書生の張生との仲を取り持つ）が有名
である。
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息の合った入神の境地にまで到達していなかったと思う。だから現在の後輩の役者たちには、彼の芝居を
沢山見るべきだと勧めたい。そうすれば将来、技術、経験、熟練が身につき、彼の今日の境地をより深く
理解することが出来るだろう。
〔原注〕梅先生が後に「金山寺」を改作した件について、私がここで少し補足説明をしておく。一九五〇
年の大晦日、彼は葆玖とともに懐仁堂＊４２でこの二つの演目（「金山寺」「断橋」）を演じた。二日目、斉
燕銘さんが意見を出した。「この演目では、青蛇の性格は一貫している。彼女は一貫して戦うべきとい
う立場だ。昨日、私は金山寺の前での哀願と罵倒の場面を見たが、白蛇が【出隊子】曲の“でたらめを
おっしゃいますな、ただ我が夫のために命をなげうってでも”と唱い終わって、剣を抜き自刎しようと
すると、青蛇が進み出て遮って、“奥さま、やはりくり返し彼に頼んでみたら、うちの旦那さまを返し
てくれるかもしれません”といい、白蛇が続けて、“それもそうだわ。ああ、和尚様、あなたは仏門の
弟子でいらっしゃいます、慈悲の心をお持ちでしょう……”という。青蛇のこの三つのせりふは、彼女
の性格と一致しない。改めることはできないだろうか」。梅先生は聞き終わると彼に言った。「あなたの
意見は正しいと思います。崑曲の歌詞を改めるのは、楽譜の制限があってかなり難しいのですが、せり
ふを改めるなら方法があります」。今回彼が政協同楽会で上演した時には、青蛇と白蛇のせりふを改め
た。白蛇は“命をなげうってでも”と唱い終えると、古いやり方どおり剣を抜いて自刎するしぐさをす
る。青蛇が彼女をさえぎってせりふ、“奥さまその必要はありません。わたしがあの坊主をやっつけて、
うちの旦那さまをお助けします。”言い終えると宝剣を抜いて法海に向かっていこうとする。白蛇が彼
女をさえぎってせりふ、“青妹、手荒なことはだめよ。やはりよく頼んでみれば、旦那さまを返してく
れるかもしれないわ。”青蛇のせりふ、“それもそうですね。”白蛇が続けてせりふ、“ああ、和尚様……”。
梅先生は旧劇を改作するときには、いつも簡潔で要領の良い方法を用いて、内容の誤りをただすという
方針を貫いた。「崑曲や京劇は長い歴史を持っています。よく知られた演目の中には、観客がすでに固定
化したイメージを持っているものもあります。とりわけよく広まっている唱やしぐさは、観客は見慣れ、
聞き慣れていて、その演目のみどころだと知っています。もしも大鉈を振るって面目を一新しようとした
ら、観客はすぐには受け入れられないでしょう。」と彼は言っている。しかし、このような小さな修正に
とどめ大きくは改めないという方法であっても、決して容易なことではないことを彼もよく分かってい
て、うまく行かないこともあった。
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